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3

番
一
っ
た
」
と
嘆
じ
て
い
た
。
十
年
一
品
目
と
一
る
し
、
レ
ジ
ャ
ー
の
エ
D
ア
も
必
要
で
一
る
養
鰻
場
を
中
心
と
し
た
四
千
二
百
坪
一
入
す
る
予
定
で
あ
る
。
な
お
こ
れ
も
懸

号
時
清
牒
一
よ
く
云
わ
れ
る
が
、
現
代
は
正
に
ス
ピ
一
あ
る
己
、
で
き
る
だ
け
地
域
の
特
色
一
を
手
に
入
れ
た
こ
と
で
あ
る
講
義
一
笑
弱
音
松
の
町
有
地
に
建
設
宮

内
野
一
品
以
問
誠
一
l
ド
の
時
代
で
あ
る
。
十
年
前
の
私
達
一
を
生
か
し
て
プ
ラ
ス
に
な
る
よ
う
進
め
一
と
い
う
こ
と
で
決
定
U
た
。
一
喜
は
防
衛
庁
の
最
終
補
助
果
実
一

民
主
詰
藤
嗣
ら
と
の
霊
、
そ
し
て
変
貌
し
つ
つ
あ
る
今
一
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
一
曲
松
の
敷
地
は
現
在
墜
事
で
あ
D
一
定
し
、
十
月
中
に
仕
上
げ
る
目
標
五
一

時
離
措
加
官
一
日
の
姿
、
そ
し
て
ま
た
、
十
年
後
の
私
一
主
観
光
面
も
な
か
な
か
問
題
点
が
一
一
部
敷
地
に
商
工
合
よ
っ
て
立
派
な
ん
で
い
る
こ
と
を
撃
ち
た
い
。
一
高
校
誘
致
期
成
会
発
足

メ
嘉
一
意
地
域
を
誰
れ
が
よ
く
予
見
じ
得
よ
一
官
。
今
年
選
会
語
査
を
迎
一
会
館
が
建
設
さ
れ
た
。
裳
襲
周
辺
は
一
終
り
に
重
要
問
題
主
っ
一
今
年
に
入
一
当
町
長
立
高
校

F
の
願
い
は
一
高
校
進
学
審
年
を
追
っ
て
高
ま
っ
て

l
i
l
-
-一
う
。
一
ぇ
、
海
水
浴
場
事
業
も
始
ま
っ
た
。
県
一
言
の
望
号
、
富
山
の
き
て
四
月
に
知
事
選
挙
が
あ
り
、
豆
町
民
の
永
い
閣
の
露
で
し
た
。
高
校
一
お
り
ま
す
。

一
た
だ
為
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
新
一
衛
生
器
禁
調
査
襲
も
、
厚
生
省
と
し
て
、
将
来
開
発
の
拠
点
に
な
る
だ
古
参
議
院
の
童
話
ん
有
害
今
一
の
査
に
よ
っ
て
、
教
育
水
準
を
か
が
こ
の
と
き
に
あ
た
り
、
町
で
は
町
議

一
ら
し
い
地
域
づ
く
り
の
理
想
を
室
内
事
一
の
基
準
に
適
し
て
お
る
と
い
う
こ
と
で
一
雪
と
思
う
。
更
に
町
の
直
面
し
て
い
一
秋
十
月
私
達
の
最
も
重
な
町
議
会
議
一
め
、
優
秀
な
人
事
脊
号
、
池
宮
一
会
を
は
じ
め
、
各
関
係
者
と
と
も
に
、

L

一
る
語
、
廊
警
警
た
に
し
て
、
竺
あ
る
が
、
海
洋
の
汚
染
度
は
年
々
烈
し
一
る
彊
の
一
つ
と
し
て
襲
警
加
え
一
員
の
任
期
編
了
に
よ
る
選
挙
者
詰
一
発
展
と
国
の
繁
栄
に
貢
献
す
る
こ
と
は
一
県
立
高
校
誘
致
期
成
会
を
設
置
し
、
積

ぺ
場
一
動
す
る
害
容
を
、
根
づ
一
く
な
っ
て
来
て
い
る
。
先
日
大
量
一
つ
つ
あ
る
の
は
毒
利
用
計
零
あ
る
一
れ
る
言
あ
る
。
霊
長
命
一
私
た
ち
に
警
ら
れ
た
き
?
一
極
的
に
こ
れ
を
促
進
し
、
県
立
高
校
の

J

3

一
よ
く
前
進
す
る
情
熱
を
燃
や
す
こ
と
で
一
員
た
が

E
A
1ル
ピ
ッ
チ
が
打
一
特
に
そ
の
中
で
鹿
島
線
の
問
題
が
あ
る
の
基
本
的
権
利
で
あ
る
選
択
の
自
由
を
一
す
。
と
く
に
最
近
の
社
会
情
勢
下
日
お
一
早
期
重
量
苧
ぺ
く
、
去
る
七
月

1

5均
三
官
事
一
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
私
書
毎
日
悔
い
一
ち
上
げ
ら
れ
て
す
、
議
案
へ
も
一
費
、
水
戸
市
、
常
響
、
大
洗
町
の
一
号
住
民
が
参
加
す
る
政
治
形
態
で
あ
一
い
て
は
、
襲
警
は
義
務
教
育
七
一
土
台
、
午
前
十
時
よ
り
、
思
議

協

融

機

構

一

言

た

に

し

つ

つ

生

き

て

い

る

の

が

一

少

々

入

D
初
め
た
。
い
在
し
て
こ
れ
一
市
町
村
長
と
議
長
会
同
し
、
富
一
D
、
議
会
費
主
主
一
一
君
原
点
で

Z

E

1

2

j
一
震
で
雪
け
れ
ど
、
言
に
独
D
一

iる
か

。

海

と

川

と

湖

の

雪

一

室

主

に

、

鉄

善

命

の

ヱ

一

と

こ

主

に

望

書

、

電

蔚

織

機

関

機

関

勝

手

bb一陣

τ

先
日
花
海
道
官
二
十
五
年
撃
で
寄
っ
た

J
昨
年
夏
、

N
H
K
の
ふ
る
言
っ
て
来
て
み
て
自
分
の
生
長
一

5の
警
ト
を
警
な
が
ら
、
人
の
一
私
書
、
こ
う
い
う
自
然
の
条
件
に
一
霊
長
と
協
議
余
震
た

o
j
i。あ
る

い

は

わ

が

国

自

主

調

織

協

腕

融

機

1機
紅

管
た
と
い
う
襲
去
さ
ん
に
一
言
患
っ
冬
、
大
洗
車
た
俸
が
こ
ん
な
に
変
っ
た
喜
思
わ
な
か
す
限
会
広
喜
求
め
て
、
思
い
一
議
ま
れ
た
地
護
者
も
そ
う
そ
一
審
の
鉄

i
z
i一
主

義

が

来

高

熟

で

あ

る

と

い

わ

れ

、

品

欄

織

縦

鱗

鵠

J

j
輪

a

-

-

を
凝
ら
す
心
を
持
つ
こ
と
も
大
切
で
は
一
は
な
い
は
づ
で
あ
る
。
亘
書
量
一
号
、
憲
に
こ
れ
を
解
決
し
、
建
一
る
い
は
永
い
聞
の
費
量
っ
て
お
る
験
機
問
機
一
シ
臓
機
騒
露
盤
機

な
か
る
フ
か
。
私
達
の
周
辺
は
穆
え
ず
一
想
で
問
題
に
な
っ
た
需
は
、
今
度
は
一
設
の
促
進
量
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
一
慣
習
、
あ
る
い
は
個
人
的
な
喜
関
係
一
線
機
織
縦
一
ソ
ダ
鱗
鱗
機
〆
機
関

流

宅

建

5に
者

。

一

っ

き

り

除

外

さ

れ

た

。

今

後

は

私

達

の

一

あ

っ

た

。

各

市

町

村

そ

れ

ぞ

れ

事

一

雲

い

は

皆

無

関

心

芸

員

額

滋

鱗

い

一

と

機

騒

可

〆

麟

離

縁

対
立
と
抗
争
、
窓
さ
っ
と
費
そ
一
議
号
、
レ
ヨ
ー
の
拠
点
と
し
て
一
号
い
る
が
、
私
著
書
特
に
桜
一

Z
Zれ
き

。

レ

か

し

町

会

体

一

ん

?

縦

3
い

γ
宵
鮮
rt

隣
騒
騒
騒

Eた
う
づ
ま
き
の
申
か
ら
、
合
の
一
開
発
計
画
審
て
る
段
階
に
入
っ
た
。
一
道
の
区
画
整
理
の
問
題
が
あ
D
、

至

一

急

一

を

み

た

揚

合

、

特

に

差

益

の

直

面

題

川

一

機

嫌

い

一

騒

齢

人

ソ

綴

験

離

籍

生
命
の
尊
さ
を
見
出
し
、
そ
の
幸
一
警
一
お
し
、
こ
こ
も
汚
染
察
官
高
一
促
進
し
た
き
白
日
強
会
署
名
し
て
い
る
課
題
は
、
今
ま
で
に
な
い
ほ
臓
機
機
織
機
協
闘
機
騒
騒
樹

君

て

守

こ

と

が

、

地

域

を

す

一

ま

っ

て

来

て

い

る

し

、

こ

れ

ら

を

ま

一

現

在

寄

金

地

区

で

は

東

光

台

、

和

一

ど

の

重

要

警

持

つ

も

の

で

あ

り

互

協

腕

側

闘

機

織

協

灘

可

で
い
社
会
を
つ
く
っ
て
マ
私
達
の
一
て
考
え
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
喜
入
一
銅
、
松
ケ
下
等
の
地
区
に
区
画
整
理
を
に
町
百
年
の
未
来
を
築
く
跳
躍
定
立
一
機
織
機
織
盤
機
欝
騒
磯
議
黙
〆
鱗
二
二
J
(

い
例

任
務
で
も
雪
。
そ
こ
で
具
誌
に
混
一
っ
て
い
つ
で
も
問
題
が
出
て
く
る

Z
一
主
う
と
い
う
機
運
が
す
、
土
地
利
一
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
云
い

3闘
機

機

関

側

り

fi--

豪
警
取
り
巻
い
て
い
る
問
題
点
を
交
通
と
駐
車
場
で
あ
る
。
先
日
関
係
者
一
用
計
画
喜
々
具
体
化
す
る
段
階
に
入
一
な
い
と
思
う
。
町
の
代
表
者
を
選
ぶ
に
騒
機
感
機
騒
騒
騒
機
撃
騒
騒
機
嫌
怒
機
鶴

見
つ
め
な
が
ら
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
共
一
言
っ
て
夏
期
対
策
の
協
議
を
し
た
一
っ
て
き
た
と
語
れ
る
。
語
、
町
長
つ
て
は
、
こ
う
い
う
歴
史
的
な
背
景
顧
問
問
機
関
職
級
協

に
考
え
て
表
。
宣
言
号
、
交
通
対
策
は
毎
年
撃
の
種
で
あ

τては
財
政
上
の
問
題
が
あ
る
け
れ
ど
す
御
理
解
雇

i
i闘
樹
齢
鱗
関
横
路

浴
の
現
実
と
そ
の
未
来
で
あ
る
。
喜
一
る
。
夏
海
バ
イ
パ
ス
の
延
長
工
事
は
、
一
地
域
皇
警
即
し
て
、
技
術
的
な
指
一
的
な
判
断
の
下
に
正
し
い
選
挙
を
や
っ
一
鱗
麟
麟
織
機
騒
繍
鱗
繍
鵜
鱗
機

M
V
v
q

浴
の
建
設
を
始
め
て
か
ら
十
年
間
、
亘
書
建
設
省
事
に
よ
っ
て
ま
ら
れ
一
壁
画
等
を
進
め
る
亭
暴
力
し
た
い
一
て
警
示
。
考
え
る
と
私
護
憲
一
機
関
闘
機
鱒
闘
機
関

u

洛
と
し
て
発
足
し
て
か
ら
今
日
芸
、
一
て
い
る
が
、
来
年
の
夏
に
は
二
車
線
三
雪
つ
先
月
の
町
議
会
で
高
校
建
一
て
る
号
、
一
人
一
人
そ
れ
ぞ
れ
の
生
騒
騒
盤
機
騒
盤
機
盤
機
騒
騒
約
臨

書
写
し
て
終
始
し
て
来
た
。
そ
れ
一
開
通
を
約
束
し
て
く
れ
た
。
た
だ
水
戸
一
議
成
会
を
つ
く
る
こ
と
に
な
っ
均
一
雪
持
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
集
団
の
騒
騒
騒
騒
騒
騒
騒
磯
機
鱗
鑓
鱗
饗
謀
総
鱗

は
聖
霊
長
を
先
選
手
ぺ
一
と
大
詰
が
言
、
ニ
富
も
か
か
一
間

i
i、露
条

件

、

一

警

雲

町

言

語

じ

で

雪

。

朝

関

関

協

闘

機

関

機

量

暴

露

の

状

況

)

き
で
あ
る
と
い
う
立
号
、
私
達
の
一
る
と
い
う
事
一
望
し
て
解
決
す
一
周
辺
の
室
、
取
排
水
等
色
々
あ
る
が
一
号
無
線
か
ら
流
れ
る
時
報
の
メ
ロ
デ

i
科
目
日
同
日
目
昨
日
付
ド
lla--
い

菱
自
な
ら
ぬ
震
で
も
あ
す
か
、
と
い
量
は
依
然
と
し
て
残
一
こ
れ
か
ら
本
格
的
に
取
D
組
ん
で
行
か
一
ィ
ー
を
警
}
な
が
ら
「
今
日
も
防
喜
一
斉
盟
関
襲
撃
一
議
工
場
事
業
の
設
置
お
き
管
警
一
し
、
富
士
重
大
壁
般
会

っ
た
の
で
あ
る
。
今
年
か
ら
来
年
に
か
一
さ
れ
て
い
る
。
一
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
六
野
誕
生
以
一
緊
要
る
な
」
と
感
ず
る
。
朝
舗
の
「
!
関
す
る
条
例
の
一
雪
改
正
す
る
条
例
一
計
補
正
予
算
、
お
よ
び
国
民
健
康
保
険

け
て
棄
の
浴
室
せ
っ
、
南
防
護
一
そ
れ
に
し
て
も
先
日
こ
の
大
洗
街
道
一
前
、
磯
浜
町
時
控
室
の
先
輩
が
高
す
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
通
基
マ
人
一
事
一
雪
面
定
例
町
議
会
は
、
一
(
全
国
統
一
糾
金
の
引
主
げ
に
伴
な
一
特
別
会
計
の
補
正
予
算
な
ら
び
に
、
大

の
延
長
と
審
議
案
票
決
定
し
一
に
お
い
て
、
交
通
事
故
の
た
め
、
町
の
一
校
建
設
の
た
め
熱
心
に
そ
の
重
量
一
々
の
票
、
け
た
た
色
い
阜
の
警
一

γよ
去
全
ハ
月
一
王
臼
よ
旦
一
一
ぃ
、
町
雪
冷
凍
、
冷
蔵
事
業
の
需
一
洗
町
魚
市
場
冷
凍
、
冷
蔵
事
業
特
別
会

は
UMM
詩
m
f港
一
開
設
持
5
r
M叫
一
日
灯
時
計
付
与
錫
れ
を
同
一
h
諸
日
十
時
監
持
一
彊
軒
目
指
一
日
は
司
会
一
刊
十
日
儲
説
記
即
日
目
ド
一
日
間
訂
翌
日
錯
誤

湾
と
し
て
の
禾
露
で
あ
る
。
現
在
北
一
こ
ち
ら
は
正
し
い
運
転
を
し
て
昔
、
一
図
る
こ
と
は
、
正
に
私
書
与
え
ら
れ
一
日
も
終
っ
た
な
」
と
安
ら
ぎ
を
感
ず
る
一
品
構
笠
臼
に
は
、
特
別
職
の
一
案
理
由
の
説
明
が
あ
っ
て
霊
応
答
の
一
当
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
レ
た
。

関
東
の
拠
点
港
湾
と
し
て
、
翼
憲
一
正
規
定
ー
を
守
っ
て
お
っ
て
も
、
一
た
重
で
あ
る
。
震
の
み
な
さ
ん
と
一
の
は
私
だ
け
の
感
傷
で
あ
る
品
。
勿
一
一
三
一
職
員
で
善
努
君
報
酬
一
の
ち
、
各
関
係
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
一
翌
二
十
一
百
番
目
、
本
会
議

習
志
、
日
立
港
、
大
警
が
調
査
一
セ
ン
タ
ー
一
フ
イ
差
越
え
て
お
そ
い
か
一
一
体
と
な
り
、
是
界
そ
の
実
現
議
し
一
薬
務
ょ
い
と
い
う
の
で
は
な
い
し
五
豊
明
暗
賞
金
企
部
え
れ
ま
し
た
。
一
は
休
会
し
、
総
務
、
建
設
、
教
育
民
生

さ
れ
て
い
る
が
、
私
達
の
場
合
、
水
産
一
か
つ
て
く
る
無
警
に
、
一
体
ど
う
対
一
た
い
と
号
。
一
毎
日
の
様
に
繰
り
戸
返
さ
れ
る
烈
し
い
悦
一
改
正
す
る
条
例
ハ
投
開
顧
問
管
理
者
、
立
一
十
月
青
震
を
め
ざ
し
、
目
下
急
一
の
コ
霊
委
員
会
が
関
か
れ
、
付
託
と

と
観
光
喜
め
て
共
存
し
得
る
よ
う
な
処
し
た
ら
よ
い
か
、
考
え
れ
ば
考
え
る
一
最
近
防
災
問
題
は
比
較
的
議
案
っ
一
び
ゃ
、
深
い
悲
し
念
、
こ
れ
が
人
生
一
会
人
の
報
醐
の
ア
ッ
プ
)
を
は
じ
め
、
一
ピ
ッ
チ
で
工
事
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
一
な
っ
た
各
震
が
そ
れ
ぞ
れ
審
議
さ
れ

開
発
に
も
っ
て
行
き
た
い
と
念
願
し
て
一
ほ
ど
現
代
に
お
け
る
合
謀
議
惨
一
て
お
る
が
、
先
日
護
団
の
蓄
と
分
一
と
い
之
の
で
あ
る
つ
。
た
芝
の
中
一
町
職
員
客
室
手
当
(
冷
凍
、
冷
一
待
望
の
防
音
庁
舎
の
昭
和
皇
室
一
ま
し
た
。
最
終
日
の
一
一
十
三
臼
は
午
前

い
る
。
県
富
に
も
露
出
し
て
い
一
さ
が
覆
話
会
。
な
お
駐
車
場
の
問
一
団
長
会
員
、
撃
長
揚

Eて
、
特
一
で
今
日
も
塑
杯
生
き
た
、
と
い
う
充
一
喜
入
管
業
務
に
従
事
す
る
職
員
内
装
第
一
次
工
事
請
負
契
約
ハ
鹿
島
一
高
か
ら
本
会
議
が
聞
か
れ
、
各
常
任

る
が
、
そ
れ
は
単
に
地
域
エ
ゴ
イ
ズ
ム
一
題
で
あ
る
が
、
今
年
は
機
浜
海
水
浴
場
一
に
襲
、
動
燃
周
辺
の
防
災
対
策
定
一
実
感
と
、
願
わ
く
は
私
警
察
君
主
対
し
て
支
給
す
る
)
改
正
条
例
、
地
五
一
設
株
式
会
社
に
二
主
ハ
十
万
円
を
も
委
員
長
よ
D
審
議
経
過
の
霊
泉
な
さ

で
は
な
く
て
、
こ
れ
か
ら
の
開
発
は
乏
の
監
察
庁
舎
を
建
設
し
て
い
る
の
宮
、
現
地
協
議
を
行
な
っ
た
。
原
研
、
一
平
和
で
す
、
生
主
管
し
た
地
域
一
方
税
制
の
合
理
化
を
は
か
る
た
め
法
律
一
っ
て
落
札
)
を
承
認
議
決
レ
、
吉
本
一
れ
、
義
応
答
の
の
ち
、
委
員
長
報
告

に
合
と
自
然
と
の
調
和
を
君
、
開
一
で
不
足
し
、
二
丁
目
下
の
埋
立
地
三
千
襲
、
そ
れ
自
身
万
全
の
対
策
審
て
一
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
う
。
な
お
今
年
一
の
改
正
に
伴
な
う
大
洗
町
税
条
例
の
条
一
年
一
一
月
末
日
を
以
っ
て
期
間
満
了
と
と
号
、
会
議
案
は
原
案
可
決
と
な
り
ま

発
と
同
時
に
人
間
憩
い
の
湯
を
つ
く
っ
一
雪
使
用
す
る
こ
と
に
県
の
了
解
量
一
て
は
い
る
が
、
要
素
案
析
レ
、
一
の
豪
快
適
で
あ
る
よ
う
、
そ
し
て
町
一
著
整
理
す
る
た
め
の
改
正
条
例
、
同
一
っ
た
大
洗
ゴ
ル
フ
湯
へ
貸
付
け
て
あ
る
一
し
た
。

て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
方
一
っ
た
。
た
だ
よ
か
っ
た
と
思
う
の
は
、
一
確
号
、
議
官
僚
え
る
と
い
う
こ
一
民
の
み
な
さ
ん
の
種
様
で
あ
る
よ
う
一
じ
く
地
方
税
務
室
に
よ
り
国
民
主

E
畠
を
昭
和
平
手
一
貢
ま
で
、
一
つ
い
で
別
君
事
、
寄
付
申
し
入

か
ら
で
あ
る
。
流
選
管
し
て
の
大
一
今
度
ゴ
ル
フ
湯
入
口
起
草
否
坪
一
と
は
大
切
だ
か
ら
で
あ
る
。
一
心
か
ら
お
祈
り
し
た
い
。
一
康
保
険
税
の
課
税
限
度
額
の
引
上
げ
と
更
に
五
年
間
貸
付
け
る
こ
と
を
議
決
じ
れ
に
つ
い
て
の
報
告
が
雪
、
長
質

撃
の
位
置
づ
け
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
一
と
新
道
に
あ
る
保
健
所
敷
地
六
百
雪
一
そ
れ
か
ら
懸
案
に
な
っ
て
い
た
第
二
一
よ
び
、
減
額
対
象
所
得
の
範
囲
を
拡
大
一
読
に
よ
る
費
海
水
浴
湯
内
の
海
岸
一
閣
に
す
、
行
政
全
般
に
わ
た
っ
て
活

が
、
そ
の
中
に
カ
l
フ

Zー
の
章
一
塁
号
、
そ
の
代
官
に
県
有
地
で
一
分
担
、
先
日
自
動
車
ポ
ン
プ
を
喜
一
す
る
た
め
の
国
民
襲
保
険
税
条
例
の
一
売
后
お
よ
び
、
土
産
品
売
庖
へ
亙
喜
一
発
な
質
疑
応
答
が
行
な
わ
れ
、
午
後
一
一

に
と
フ
か
と
い
う
問
題
も
含
ま
れ
て
お
一
一
あ
る
回
一
松
の
千
一
吉
坪
と
、
祝
町
に
あ
-
配
置
し
た
が
、
今
年
も
一
台
雪
景
」
購
〕
部
を
改
正
す
る
条
例
。
大
諮
問
冷
凍
一
問
中
町
有
地
を
貸
与
す
る
こ
と
伊
承
認
一
時
四
閉
会
さ
れ
ま
し
た
。

鰯 59智

わ

町
長

し、b あおお自鹿沼窓J4EH!笹田用'1〈守〉

町
民
多
年
の
宿
願

県

立

高

成

の

理

め

ざ

し

鰐3改良工積陸 Cた貫)n遂滋ヱ電時霜窃国道51母親大洗パイパス

館
に
お
い
て
、
町
内
聞
孫
有
志
約
四
十

名
の
参
集
を
踊
い
、
高
校
誘
致
期
属
会

設
立
準
備
会
を
開
催
、
出
席
者
会
員
の

賛
同
を
得
て
設
立
総
会
に
切
り
替
え
、

規
約
、
事
業
計
画
等
の
審
議
を
し
た
の

ち
、
別
掲
の
通
h
u
役
員
十
五
名
を
選
任

い
た
し
、
い
よ
い
よ
本
格
的
に
県
立
高

校
の
誘
致
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
こ
の
期
腐
会
が
中

心
と
な
っ
て
用
地
の
取
得
や
関
係
当
局

な
ど
え
の
誘
致
陳
情
な
ど
を
積
極
的
に

す
す
め
る
こ
と
巳
な
D
ま
し
た
。

町
民
皆
さ
ん
方
の
心
か
ら
な
る
御
支

援
と
御
協
力
と
に
よ
D
、
一
日
も
早
く

高
校
建
設
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
切
望

し
て
や
み
ま
せ
ん
。

大
流
地
区
東
立
高
校
誘
致
期
成
会

役
員会

長

副
会
長

同幹

事

国同同同同同同監
事

開会

計

同

加

藤

清

田
山
安
蔵

郡
司
次
郎

鬼
沢
保
兵
衛

飯
田
開

l
之
介

田
山
男
之
助

関
根
軍
次

大
貫
定
夫

小
一
治
磯
次
郎

後

藤

文

栗

木

正

米

川

竜

小
野
瀬
奏
陣

大
谷
正
岡

坂
本
寅
吉



く2)

六
十
五
続
か
ら
満
額
の
年
金
伊
う
け
戸
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
す
と
、
一
カ
一
う
と
す
る
人
は
、
前
年
分
の
収
入
状
況
一
場
合
の
三
分
の
一
に
減
額
さ
れ
ま
す
が
一
の
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
な
ど
の
前
年

る
か
、
そ
れ
と
も
六
十
五
歳
前
に
減
額
}
月
四
五
O
円
の
保
険
制
柑
を
納
入
し
な
け
一
な
ど
を
し
ら
べ
て
至
急
役
場
に
申
請
し
一
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
な
一
甲
の
所
得
状
畑
山
を
調
べ
、
引
き
続
き
刊

さ
れ
た
年
金
を
う
け
る
か
、
そ
れ
は
自
一
れ
ば
な
hvま
せ
ん
が
、
国
民
年
金
は
か
一
て
下
さ
い
。
ち
ょ
う
ど
い
ま
が
免
除
申
一
ん
の
年
金
も
受
ザ
り
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
一
年
間
、
年
金
が
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か

由
で
す
。
け
金
を
す
れ
ば
そ
の
半
分
に
相
当
す
る
一
請
の
時
期
に
な
っ
て
お

pま
す
。
一
も
し
撃
が
困
難
な
否
、
ぜ
ひ
届
け
一
主
事
る
も
の
で
す
。

早
く
年
金
堂
つ
け
た
い
と
い
う
人
は
一
金
額
を
園
が
負
担
し
て
積
み
立
て
、
ま
一
免
除
を
受
け
た
場
合
、
免
除
さ
れ
た
一
出
を
し
て
下
さ
い
。
一
こ
の
届
は
受
給
者
が
役
場
へ
提
出
し

そ
の
こ
と
を
役
場
の
住
民
課
に
申
し
込
一
た
物
価
が
あ
が
れ
ば
年
金
額
も
引
き
あ
一
期
間
の
年
金
額
は
、
保
険
斜
を
納
め
た
一
一
役
場
で
は
そ
の
内
容
を
検
討
し
た
う
え

「
皆
さ
ん
に
老
齢
年
金
を
受
け
る
資
一
年
、
こ
の
日
の
よ
ろ
こ
び
は
ひ
と
し
お
一
ん
で
下
さ
い
。
守
ら
れ
る
な
ど
、
た
い
へ
ん
有
利
な
制
了

1
l
i
l
i
-
-
-
l
i
l
i
-
-
i
l
l
l
i
-
-
I
l
l
l
一
語
替
、
県
で
は
そ
れ
を
襲
レ
ま

格

が

で

き

た

事

を

心

か

ら

お

喜

び

甲

し

一

で

あ

っ

た

。

国

民

年

金

花

開

ら

く

の

感

一

一

度

と

な

っ

て

い

ま

す

。

一

一

上

げ

ま

す

。

十

年

間

と

い

う

永

い

閥

、

一

が

緊

っ

た

。

一

駅

構

比

倒

ハ

加

鱒

年

金

〉

一

夫

婦

そ

ろ

っ

て

年

金

が

受

け

ら

れ

る

一

一

霊

年

金

を

受

け

る

に

は

必

ず

こ

の

震

を

つ

ま

れ

た

と

努

力

が

こ

こ

に

一

一

今

か

ら

で

も

ま

だ

加

入

Eす
一

と

自

ど

ん

な

に

心

強

い

こ

と

で

一

福

祉

年

金

大

幅

に

輸

審

一

届

を

し

な

け

れ

ば

な

pfo大
洗

突

を

む

す

ん

だ

わ

け

で

す

。

ど

フ

喜

一

関

離

か

ら

で

も

霊

百

年

一

か

け

金

を

も

っ

と

か

け

て

も

よ

い

か

一

し

よ

う

。

一

一

町

で

は

も

う

ほ

と

ん

ど

の

方

が

済

ん

で

雪
上
皇
室
雲
し
て
ね
一
議
も
ら
え
ま
す
一
ら
、
年
金
を
ふ
や
し
て
欲
し
い
と
い
う
一
ぜ
ひ
国
民
年
金
に
加
入
す
る
き
、
一
国
民
主
は
ほ
と
ん
ど
雪
よ
う
に
改
善
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
二
与
が
、
未
害
実
至
急
に

と
と
加
著
書
励
ま
し
の
こ

l
一

一

こ

れ

ま

で

の

教

室

が

か

な

え

ら

れ

一

お

す

す

め

い

た

し

ま

す

。

一

年

も

福

祉

年

金

制

度

の

大

幅

議

票

実

施

さ

れ

ま

し

た

。

一

お

顕

い

い

た

し

ま

す

。

を
そ
え
て
、
待
ち
に
待
っ
た
第
一
固
め
一
国
高
年
金
が
で
き
た
塁
手
喜
一
て
、
新
し
く
加
え
ら
れ
た
し
く
み
で
す
一
護
憲
凶
器
ず
期
一
瞬
内
一

時
諮
問
焔
詰
同
盟
諸
問
将
校
諸
説
一
位
同
一
一
時
ω持
目
的
M
M

一
に
納
め
ま
し
ょ
『
コ
一
挟
襲
警
寝
入
醒
一
霊
年
金
額
〈
審
〉

な

っ

た

。

一

1
B
5
は
今
年
の
4
月
五
年
の
加
一
る
こ
と
に
な
D
、
そ
の
年
金
額
は
一
一
十
一
国
民
年
金
の
保
険
斜
同
時
必
ず
期
限
内
一
壁
一
組
盤
翻
一
眼
一
一
朝
、
大

O
O
m門
広

加
藤
町
長
、
小
沼
助
役
、
坂
本
収
入
一
入
期
闘
が
満
期
延
長
し
た
。
一
五
年
量
産
、
普
通
の
九
六
、

0
0
一
に
納
め
て
下
さ
い
。
一
扶
養
義
務
者
の
所
得
に
よ
っ
て
、
福
一
雲
、
障
害
、
母
子
、
準
母
子
の
各

警
関
係
者
と
思
議
長
、
鬼
奇
議
そ
し
て
臼
歳
に
な
っ
た
と
き
か
長
一

O
円
と
加
算
金
の
語
、

8

0
円
で
一
国
民
一
年
金
は
、
加
さ
え
す
れ
ば
年
一
撃
金
受
給
に
は
制
限
が
あ
D
ま
す
が
一
種
年
金
額
が
、
十
五
分
か
ら
月
額
三

長
、
関
棋
聖
蚕
員
長
、
飯
島
老
人
ク
一
次
老
令
年
金
支
給
開
始
さ
れ
季
一
が
一
差
額
五
O
、
0
0
0一
円
と
な
長
一
金
が
そ
れ
る
と
い
う
の
で
は
な
く
一
今
回
こ
の
制
騒
が
言
上
げ
ら
れ
ま
一
0
0円
の
ア
ァ
プ
に
な
り
ま
し
均

一
フ
ブ
連
合
主
義
方
々
を

Z
E音
量

5
5一
す

。

一

一

定

の

期

間

保

険

智

納

め

て

い

る

こ

τた
。

一

孝

一

一

七

、

六

8号

室

者

の

笑

顔

の

事

・

一

堂

受

け

ら

れ

ま

す
e

一
毒
に
そ
変
て
と
加
入
を
お
す
す
一
と
が
条
件
と
な
っ
て
す
ま
す
。
一
室
親
族
数
収
入
限
度
額
一
障
害
四
O
、
八

8円
に

国
高
年
金
発
足
い
ら
い
、
こ
こ
に
十
一
こ
の
望
口
の
年
金
額
は
、
年
金
を
受
一
め
し
ま
す
。
加
算
分
の
年
金
の
納
付
は
一
望
保
険
斜
長
め
忘
れ
た
た
め
、
一

C
人

て

O
九
へ
一
一
一
色
一
同
一
母
子
一
一
西
、
八
O
O円
に

一
け
は
じ
め
る
年
金
に
よ
そ
次
の
と
一
去
年
の
十
月
か
ら
一
堂
っ
て
い
ま
す
。
障
害
年
金
や
母
子
年
金
が
受
宮
れ
な
一
一

一ぉ
D
減
額
さ
れ
た
患
に
な
幻
妻
。
一
離
党
の
奥
さ
ん
も
一
い
人
た
事
い
ま
す
。
途
中
毒
緊
一
一
一

h

h

r
一

詩

句

倫

一

麟

基

金

的

寵

瞬

間

圃

一

1
1
l
j一
国

毘

年

金

吾

ど

う

二

甘

い

判

長

持

率

一

天

一

古

賀

二

吾

一

円

一

握

出

i記

一

一

実

一

一

一

一

一

四

人

一

、

六

七

一

一

寸

六

二

七

円

一

渇

祉

年

金

で

は

、

年

一

回

六

月

に

所

一

一

額

一

円

ー

一

一

堂

フ

y
lマ
ン

の

奥

さ

ん

は

、

己

主

一

ま

た

保

険

斜

は

年

度

を

過

ぎ

る

と

、

一

一

一

一

と

側

側

m
m
m
側
二
人
が
職
場
で
加
入
し
て
い
る
厚
生
年
金
一
役
場
で
議
長
え
ま
せ
ん
示
室
一
五
人
て
八
0
0、
0
0
0円
一
得
読
の
審
査
を
行
な
い
ま
す
が
、
こ

一
三
品
品
目
立
払
孔
二
や
番
組
合
か
ら
、
老
齢
年
金
や
退
職
一
会
保
険
事
務
所
へ
窓
会
基
払
い
込
一
本
人
所
得
制
限
限
度
額
一
れ
は
、
年
金
星
げ
て
い
る
本
入
、
そ

三

年

一

二

金

が

受

け

ら

れ

る

の

で

、

い

ち

お

う

竺

ま

な

け

れ

ば

な

ら

ず

、

蓄

電

め

ん

一

現

行

i
・

4
一一己、

C
O
O
-円

a

一
一
ま
I

l

l

i

-

-

二
え
も
そ
の
年
金
に
よ
る
保
障

gp一
ど
う
に
な

i。
一
容
た
ち
ま
す
と

Ei--三五
O
、
0
0
0円

一
回
令
吉
一
一
ま
す
が
、
万
が
一
の
事
政
な
ど
で
障
害
一
時
効
に
な
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
一

一

尋

時

4

3

2

1

0

ニ

者

に

な

っ

た

時

は

、

現

在

の

年

金

制

度

く

な

差

す

。

一

体

の

不

富

田

な

高

齢

構

一
一
銭
一

6

6

6

6

6

6

一
す
は
ど
こ
か
ら
も
障
害
霊
は
で
ま
せ
一
保
険
斜
は
必
ず
期
限
内
に
納
め
ま
し
一
定
器
か
ら
年
金
議

一

一

年

じ

一

一

一

ん

。

ま

た

、

夫

が

死

亡

じ

た

時

は

夫

の

一

ょ

う

。

↓

一

F
L
I
l
i
-
-
l
i
-
-
-
一

一

一

む

承

知

の

よ

う

に

、

老

齢

福

祉

年

金

一

一

年

金

制

度

か

ら

遺

族

年

金

が

で

ま

す

が

一

一

一

一

一

課

験

麟

毘

験

的

由

主

一

は

、

満

七

十

歳

か

ら

支

給

さ

れ

る

こ

と

一
例
え
ば
六
十
二
歳
か
ら
穣
よ
ぜ
又
給
一
そ
の
領
も
夫
ー
か
う
け
る
老
令
年
金
に
く
一
一

一

一

一

一

に

な

っ

て

い

ま

す

が

、

こ

ん

ど

改

善

さ

一
を
希
望
芯
豪
語
、
毎
回
一
ニ
、
二
一
ら
ぺ
て
半
額
程
度
し
か
も
ら
え
ま
せ
ん
一
告
が
ち
く
、
保
険
号
制
め
る
一
号
、
体
の
不
自
由
な
高
齢
者
が
、
国

一0
0円
が
支
給
さ
れ
、
六
十
五
歳
に
な
-
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
れ
ば
、
母
一
乙
と
が
困
難
な
人
の
た
め
に
、
免
除
の
一

国

一

一

一

一

民

年

金

法

で

定

め

る

こ

級

程

度

の

障

害

っ
た
か
ら
と
い
っ
て
六
O
、
0
0
0円
一
子
年
金
や
、
障
害
年
金
が
受
ぜ
り
れ
ま
一
制
度
が
あ
h
u
ま
す
。
一

一

一

一

に

該

当

す

る

場

合

は

、

六

十

五

歳

か

ら

に
な
る
も
の
で
は
あ
D
ま
せ
ん
。
こ
の
一
す
し
、
老
後
は
老
令
年
金
が
受
け
ら
れ
一
免
惨
L
は
法
定
免
除
と
申
請
免
除
の
一

一

一

一

老

齢

福

祉

年

金

が

支

給

さ

れ

る

こ

と

に

こ

と

は

特

に

注

意

し

て

下

さ

い

。

一

ま

す

。

さ

つ

が

あ

必

ま

す

が

、

免

除

を

受

ま

一

陶

幽

一

な

わ

J

、
本
年
十
一
月
か
ら
実
断
さ
れ
ま

す。

唖事砂

も盟掴

曲使軍政]4田鶴墨田島・2し、b あおお怨曹と3εヨ奄吾

6.775人
6.882人

5.643，人

1.132人

577人

大洗の圏毘年金

(臼百手口45q二3fjふ:l::l.fJ.! n三)

数

強制加入者

者険f呆被

初の国民年金鉦密を受ける響ぴの受給務

597人

152人

953人
21.551.557円

74人
2.725.775同
17人

554.400円

戦
争
公
務
に
よ
る
扶
助
斜
や
逮
族
年

金
と
福
祉
年
金
と
の
併
給
に
つ
い
て
は

こ
れ
ま
で
扶
助
糾
等
の
額
が
一
六
七
、

一ニ
O
O円
未
満
で
あ
る
場
合
に
限
U
、

一
そ
の
差
額
を
福
祉
年
金
額
伊
限
度
と
し

一
て
支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
を

一
さ
ら
に
稜
和
し
、
十
月
分
か
ら
は
准
士

宮
以
下
の
但
箪
入
の
遺
族
に
は
、
福
祉

年
金
が
金
額
併
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
D

ま
し
た
。

445人

5A 
552.000円
51人

4.867.200円

縄

准
尉
ま
で
臨
み
一
一
頼
宣
輪

f;Y骨母F雪@

~? 

f辛子福祉年金

障害福祉年金

保険料免除者数

法定免除

請免除

官う~

老齢福祉年金

福祉年金受給状況

金

子年金

拠出年金受給状況

1l1;'t 'i王子 f手

令長)

申

{互主

は;

3

知

な

す

叫

い

ド

が

別

ま

h
M
:行
;
円
円
間
特
き

x
ド

E

o

m閣
は
つ

数

日

叶

閃

印

怖

に

か

月
刊
M
1
1
付
人
組
問

た

は

g
河

納

る

算

的

分

一

て

い

加

納

月

.

…

っ

て

る

を
の
-
.
ょ
っ
よ

料
除
年
年
に
な
に

険

免

お

叩

附

く

枠

外

保

(

年

か

計

前

期

年

か

く

付

除

'

年

か

納

免

は

刊

一

知

す

の

は

年

て

で

ま

し
J

た

る

お

つ

ま

い

以
ま
あ
の
よ
年
て

年

間

が

こ

に

斜

つ

お

期

間

紛

ら

な

吉fiノ'-，f，" 与三

老齢年金

65オになったら

(希望により 60才

3年以}二

国
民
年
の
国
産
負
担
と
は

開
悶
民
年
金
制
度
は
、
被
保
険
一
そ
の
他
給
符
の
侍
に
は
、
所
得
比

者
の
納
付
す
る
保
険
料
と
国
庫
負
担
一
例
給
付
に
要
す
る
費
用
の
二
五
%
の

と
で
ま
か
な
っ
て
い
る
と
聞
く
が
、
一
額
と
、
免
除
期
間
に
係
る
保
険
斜
の

国
は
ど
の
程
度
負
涯
を
し
て
い
る
か
一
額
の
三
分
の
一
に
相
当
す
る
額
と
を

ま
た
、
保
険
斜
は
ど
の
よ
う
に
管
理
一
そ
れ
ぞ
れ
負
担
し
て
い
る
。
事
務
賛

さ
れ
て
い
る
の
か
。
一
は
、
全
額
国
鼠
の
負
担
で
あ
る
。

答
国
は
、
保
険
斜
が
納
付
さ
れ
一
納
付
さ
れ
た
保
険
制
抑
と
こ
れ
に
対

た
と
き
に
、
そ
の
半
額
に
相
当
す
る
一
す
る
国
顔
負
担
は
と
も
に
、
六
歳
時
国

額
を
負
担
し
て
い
る
。
一
般
保
険
制
伸
一
の
資
金
運
用
部
に
お
い
て
将
来
の
給

の
額
は
四
五
O
円
で
あ
る
か
ら
、
そ
一
付
に
備
え
て
積
立
金
と
し
て
管
理
還

の
学
鎮
の
二
二
五
円
を
国
が
負
担
し
一
周
さ
れ
て
お
h
u
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生

て
計
六
七
五
円
と
し
て
積
み
立
て
白
一
じ
る
刺
子
も
給
付
の
財
源
と
な
る
。

れ
る
わ
け
で
あ
る
。

園
繰
り
下
げ
支
給
の
対
象
者

体十

1

A

す

h
k末

日
比
喝
を
こ
え
叩

歳
未
満
の
白
人

園

2 

級

障

害|以が年症す

のi上宅内 11;で

号呈i員di自白
皮12主tTZ

態~.開た定
に¥定と日
あ止しき(
るのなは同
こ表い
とにとそ刊
誌予のか
当は I!Iゎ 11'1
す 3定 3
る年日寺
院日コ内
1ft - 3 i: 

@
両
眼
の
祖
力
の
和
が

0
・
一
@
片
腕
が
完
全
マ
ヒ
主
ど
に

O
八
以
下
(
物
の
輪
郭
が
ど
、
ヲ
一
よ

や

ら

骨

る

軽

度

}

一

き

@
耳
も
と
で
大
声
で
話
す
と
、
一

か
す
か
に
開
き
と
れ
る
程
度
一
指

@
声
が
ほ
と
ん
ど
出
せ
な
い
一

た
め
白
骨
の
意
志
を
伝
え
る
一
亙

の
に
身
ぷ

す
る
と
き

白日，000円10:年の機合

ケ7:;'や病気になっ|隙，>干の程度により
たときに， 紋j丘町 I1額一歩一一一一 "12日，000円
1年以J二の保険宇ト|
を納めている I 2級・ F ー…ー・ ー・. 96，0日日向

から)

障害年金
重いケカや病気に

なったとき

子供 1人のとき・・ーー・日1，2自由円

子供 2人のとき・・・..96，0曲目門

3人以 }γ . 1人土台すごとに

4，8日目円加算

夫が死亡したとき
に英が主圭j庄の l年
t.(_1ニグ)1呆F全半千を車内
めていること

母子年金

生活の中心者であ
った男子カずタEて二し
たときに，柿や祖
母が最近のは年以
上のイ呆IP貴*'fを和句め
ている lこと乙

金年子母位「vi
 

た
母
弟
と

つ
組
と
た

あ
て
姉
つ

で
れ
は
な

し
な
た
こ

叩
死
ま
帯

り
に
'
世

永
子
係
の

一
男
と
妹
き

付子年余と同じ

91，2自由何

国

民

年

金

事

醸

は

謡
曲
闘
で
保
管

今
回
国
毘
年
金
手
帳
の
取
扱
が
変
幻

ま
し
た
。
従
来
国
民
年
金
手
帳
は
、
皆

さ
ん
か
ら
あ
づ
か
っ
て
役
場
で
保
管
レ

て
お
D
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
お
返
し
し

て
各
自
む
自
分
で
保
管
し
て
い
た
だ
く

事
に
な
り
ま
し
た
。

手
帳
を
役
湯
で
あ
づ
か
れ
J

ま
せ
ん
の

で
、
昭
和
四
十
六
年
度
以
降
は
役
場
で

手
帳
に
検
認
印
を
押
せ
ま
せ
ん
。
皆
さ

ん
各
自
で
保
険
料
領
収
書
学
手
帳
に
貼

布
し
て
お
い
て
下
さ
い
。

60寸から 65.tまで支キ合

死亡した親が段i庄
の 1年以1-.の保険

半千を車内めていたこ

と。

化亡した夫が主防

年金を'受ける資格

カずあったとき

遺児年金
みなし児になった

とき

10年以上婚姻期間
が続いていた妻ーが

未亡人となったと

き

夫の受けるはずの左齢年金の

2 

寡婦年金

納めた年数により

1日，即日向-52，自由自円を
遺族に支給

保険料を 3年以上

納めて死亡したと

き

死亡一時金
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年
は

一ーー晶

、
も

4吹田園

大
洗
町
第
一
回
老
人
体
室
京
芸
る
五
月
二
十
四
日
大
洗
ゴ
ル
フ
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
体
育
祭
は
、
臼
頃
運
動
不
足
に
な
り
が
ち
な
老
人
が
ゴ
ル
フ
場
の
緑
の
松
林
に
固
ま
れ
た
広
々
と
し
た
芝
生
で
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
み
健
康
増
進
を
函
る
た
め
計
聞
し
た
も
の
で
、
県
下
で
も
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
各
方
面
か
ら
注
目
さ
れ
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
等

の
報
導
関
係
者
も
多
数
み
え
ま
し
た
。

町
内
居
住
の
六
十
歳
以
上
の
人
で
し
た
ら
設
で
も
参
加
で
き
る
と
あ
っ
て
、
あ
い
に
く
の
小
雨
も
よ
う
に
も
か
か
わ
ら
ず
七

σo

人
の
人
達
が
集
ま
り
、
町
内
対
抗
の
紅
白
玉
入
れ
競
技
、
幸
運
の
い
ず
。
玉
手
箱
、
ゴ
ル
フ
パ
タ

I
競
技
、
各
ク
一
フ
プ
代
表
に
よ
る

の
ど
自
慢
民
謡
舞
踊
な
ど
一
日
を
楽
し
く
過
し
、
た
く
さ
ん
の
賞
品
を
も
ら
っ
て
皆
さ
ん
は
大
喜
び
し
た
。

こ
の
体
宵
祭
の
た
め
、
大
洗
ゴ
ル
フ
場
、
大
洗
こ
ど
も
の
国
、
大
洗
動
力
炉
核
燃
糾
開
発
事
業
団
、
茨
城
突
通
株
式
会
社
、
米
川

昇
作
民
か
ら
、
円
」
寄
附
等
い
ろ
い
ろ
と
協
力
汚
い
た
だ
き
厚
〈
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
ま
た
、
大
洗
町
高
年
者
ク
一
フ
プ
連
合
会
の
皆

さ
ん
に
は
終
始
全
面
的
な
と
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
老
人
体
育
祭
は
、
毎
年
続
け
て
ゆ
く
予
定
で
す
か
ら
と
意
見
、
ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
役
場
民
生
係
ま
で
お
寄
せ

下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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態露き子

大洗町高年者クラブ連合会(会員980人)では、
町内22の高年者クラブの全面的な協力のもと次のと
おり海岸清掃奉仕活動主主実施することになりました。

乙れは、海岸を8つの区域にわけ、 7月 4目、同1
2日、同 19日、同26日、 8月 2臼、間9日の夏季
期間六回にわたり朝6時から8時までの間各受持区域
内の海岸を清掃する乙とで、去る 7月 48の第1田清
掃日には約400名の者人が奉仕にあたり、汚れた浜
が見違えるようにきれいになりました。

皆さまの奉仕活動に対し心からお礼申しあげます。

季一塁

欝礎欝瀦罷覆傍聴額鶴鰐機撫鱈蛾橋間
考

郡
大
会
に
活
躍

東
茨
城
郡
体
宵
大
会
は
本
年
で
十
八
回
を
数
え
、

去
る
六
月
十
二
一
日
大
洗
町
e

常
澄
村
の
七
つ
の
会
場

で
都
内
の
勤
労
青
年
@
一
般
成
人
約
千
二
百
名
の
選

手
が
参
加
し
、
日
頃
練
摩
し
た
技
を
競
い
合
い
ま
し

た

当
町
選
手
も
大
活
躍
し
十
一
種
臼
中
、
野
球
@

柔
道
@
卓
球
の
三
種
目
が
優
勝
、
五
種
目
が
入
賞
し

好
成
績
を
納
め
ま
し
た
。

野
球
の
部
優
勝

監
督
米
川
英
雄

選
手
荻
沼
一
一
一
郎
関
根
誠

竹

内

宏

江

橋

哲

也

加
部
東
圧
広
石
崎
文
央

松
葉
進
一
雨
沢
祥
行

永
山
光
正
鈴
石
幸
男

田
口
勝
目
力
松
井
昭
太
郎

田

山

東

湖

大

川

渉

柔
道
の
部
団
体
優
勝

監
管
佐
藤
辺
弘

選

手

鈴

木

明

菅

谷

昇

小
沼
福
松
庄
司
訓
康

小

野

瀬

修

桧

山

晃

鈴

木
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